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原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器

の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

本
資

料
の

うち
、

は
商

業
秘

密
⼜

は
核

物
質

防
護

上
の

観
点

か
ら公

開
で

き
ま

せ
ん

。

補
⾜

－
５

1
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RC
W

熱
交

換
器

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
◆

伝
熱

⾯
積

「
（

15
80

）
」

を
「

以
上

（
17

22
）

」
に

変
更

す
る

。
◆

伝
熱

⾯
積

の
記

載
は

，
「設

計
確

認
値

（
公

称
値

）
」と

して
い

る
。

RC
W

熱
交

換
器

要
⽬

表

◆
伝

熱
⾯

積
「

（
13

9/
1胴

×
2胴

）
」

を
「

（
14

4/
1胴

×
２

胴
）

」
に

変
更

す
る

。
◆

伝
熱

⾯
積

の
記

載
は

，
「設

計
確

認
値

（
公

称
値

）
」と

して
い

る
。

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
要

⽬
表

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更 2


20

18
年

SA
本

体
⼯

認
に

お
い

て
，

原
⼦

炉
補

機
冷

却
系

（
以

下
「R

CW
」と

い
う。

）
熱

交
換

器
及

び
原

⼦
炉

冷
却

材
浄

化
系

（
以

下
「C

UW
」と

い
う。

）
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

の
伝

熱
⾯

積
の

とし
て

い
た

も
の

を
，

本
設

計
及

び
⼯

事
計

画
変

更
認

可
申

請
（

以
下

「今
回

⼯
認

」と
い

う。
）

に
お

い
て

以
下

の
よ

うに
変

更
す

る
。

•
保

守
的

に
算

出
して

い
た

公
称

値
の

伝
熱

⾯
積

に
つ

い
て

，
他

プ
ラン

ト及
び

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

時
の

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

の
算

出
⽅

法
に

合
わ

せ
て

，
伝

熱
管

接
液

部
の

全
表

⾯
積

に
変

更
す

る
。（

図
１

，
図

２
）

•
設

計
確

認
値

の
伝

熱
⾯

積
に

つ
い

て
，

公
称

値
の

伝
熱

⾯
積

に
対

し許
容

施
栓

率
を

考
慮

した
値

に
変

更
す

る
。（

表
２

）


表
１

に
RC

W
熱

交
換

器
及

び
CU

W
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

の
要

⽬
表

に
お

け
る

伝
熱

⾯
積

の
変

更
前

後
を

⽰
す

。
表

１
RC

W
熱

交
換

器
及

び
CU

W
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

の
要

⽬
表

に
お

け
る

伝
熱

⾯
積

の
変

更
前

後
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CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器

伝
熱
⾯
積

（
公
称
値
）

伝
熱
⾯
積

（
設
計
確
認
値
）

必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積

（
参
考
値
）

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

13
9m

２
/1
胴
×
2胴

＊
１

保
守

的
な

伝
熱

管
⻑

さよ
り算

出
＊

１
＊

２

とし
て

設
定

99
m
２
/1
胴
×
2胴

設
計

熱
交

換
量

8.
84

M
W

/個
よ

り算
出

今
回

⼯
認

14
4m

２
/1
胴
×
2胴

＊
１

伝
熱

管
外

径
，

総
本

数
，

⻑
さよ

り算
出

＊
１

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
か

ら，
伝

熱
管

総
本

数
の

＊
４
を

差
引

い
て

算
出

99
m
２
/1
胴
×
2胴

設
計

熱
交

換
量

8.
84

M
W

/個
よ

り算
出

RC
W
熱
交
換
器

伝
熱
⾯
積

（
公
称
値
）

伝
熱
⾯
積

（
設
計
確
認
値
）

必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積

（
参
考
値
）

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

15
80
m
２
/個

＊
１

保
守

的
な

伝
熱

管
⻑

さよ
り算

出
m
２
/個

＊
１

＊
２

とし
て

設
定

12
72
m
２
/個

設
計

熱
交

換
量

14
.9

M
W

/個
よ

り算
出

今
回

⼯
認

17
22
m
２
/個

＊
１

伝
熱

管
外

径
，

総
本

数
，

⻑
さよ

り算
出

m
２
/個

＊
１

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
か

ら，
伝

熱
管

総
本

数
の

＊
３
を

差
引

い
て

算
出

12
72
m
２
/個

設
計

熱
交

換
量

14
.9

M
W

/個
よ

り算
出

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更 3

＊
１

︓
要

⽬
表

記
載

値
＊

２
︓

建
設

時
⼯

認
で

は
記

載
が

な
か

った
た

め
，

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

時
に

は
とし

て
設

定
＊

３
︓

許
容

施
栓

率
（

メー
カ推

奨
値

）
で

あ
り，

他
プ

ラン
トの

値
を

参
考

に
設

定
＊

４
︓

許
容

施
栓

率
（

メー
カ推

奨
値

）
で

あ
り，

RC
W

熱
交

換
器

に
合

わ
せ

た
値

必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積

＞
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）

伝
熱
⾯
積
（
公
称
値
）

≧
表

２
伝

熱
⾯

積
の

公
称

値
と設

計
確

認
値

の
関

係


表

２
に

伝
熱

⾯
積

の
公

称
値

と設
計

確
認

値
の

関
係

に
つ

い
て

，
図

１
及

び
図

２
に

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

及
び

今
回

⼯
認

に
お

け
る

公
称

値
の

設
定

⽅
法

を
⽰

す
。
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4


20

18
年

SA
本

体
⼯

認
で

は
，

建
設

時
⼯

認
を

踏
襲

して
，

保
守

的
に

胴
側

出
⼝

ノズ
ル

の
位

置
か

ら直
管

部
端

部
ま

で
の

伝
熱

管
表

⾯
積

を
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

とし
て

い
た

。


今
回

⼯
認

で
は

，
他

プ
ラン

ト及
び

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

時
の

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

の
算

出
⽅

法
に

合
わ

せ
て

，
伝

熱
管

接
液

部
の

全
表

⾯
積

を
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

とす
る

。熱
交

換
器

の
胴

側
管

板
⾯

と出
⼝

ノズ
ル

間
に

お
い

て
も

流
れ

が
⽣

じて
お

り伝
熱

性
能

は
同

等
で

あ
る

こと
か

ら，
伝

熱
⾯

積
とし

て
期

待
で

き
る

。

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

15
80

m
2 /

個

今
回

⼯
認

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

17
22

m
2 /

個

胴
側
出
口
ノ
ズ
ル

直
管
部
端
部

伝
熱

管

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

図
１

RC
W

熱
交

換
器

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

の
設

定
⽅

法

管
板
面

Ｐ
Ｎ

KE
Y

PL
AN

胴
側

⼊
⼝

胴
側

出
⼝

管
側

⼊
⼝

管
側

出
⼝

︓
胴

側
の

⽔
が

流
れ

る
範

囲

︓
管

側
（

伝
熱

管
内

）
の

⽔
の

流
れ

︓
胴

側
の

⽔
の

流
れ

＊
１

︓
RC

W
熱

交
換

器
は

EL
.1

0.
00

m
に

配
置
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20

18
年

SA
本

体
⼯

認
で

は
，

建
設

時
⼯

認
を

踏
襲

して
，

保
守

的
に

管
板

⾯
の

位
置

か
ら直

管
部

端
部

（
U字

管
除

く。
）

ま
で

の
伝

熱
管

表
⾯

積
を

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
とし

て
い

た
。


今

回
⼯

認
で

は
，

他
プ

ラン
ト及

び
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
時

の
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
の

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
の

算
出

⽅
法

に
合

わ
せ

て
，

伝
熱

管
接

液
部

の
全

表
⾯

積
を

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
とす

る
。U

字
管

部
に

お
い

て
も

流
れ

が
⽣

じて
お

り直
管

部
とU

字
管

部
の

伝
熱

性
能

は
同

等
で

あ
る

こと
か

ら，
伝

熱
⾯

積
とし

て
期

待
で

き
る

。

5

今
回

⼯
認

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

14
4m

2 /
胴

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

13
9m

2 /
胴

管
板
面

直
管
部
端
部

U
字
管
頂
端
部

伝
熱

管

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

図
２

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
の

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
の

設
定

⽅
法

管
側

⼊
⼝

管
側

出
⼝

胴
側

⼊
⼝

胴
側

出
⼝

KE
Y

PL
AN

︓
胴

側
の

⽔
が

流
れ

る
範

囲

︓
管

側
（

伝
熱

管
内

）
の

⽔
の

流
れ

︓
胴

側
の

⽔
の

流
れ

Ｐ
Ｎ

387
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表
２
に
記
載
の
RC
W
熱
交
換
器
１
個
当
た
りの
伝
熱
⾯
積
（
公
称
値
）
は
，
下
式
よ
り算

出
した
。

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）


表
２
に
記
載
の
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
１
胴
当
た
りの
伝
熱
⾯
積
（
公
称
値
）
は
，
下
式
よ
り算

出
した
。

𝑑
:伝

熱
管

外
径

（
m

）
:伝

熱
管

総
本

数
（

本
）

:伝
熱

管
直

管
部

⻑
さ（

m
）

N L
:伝

熱
管

U字
部

⻑
さの

総
合

計
（

m
）

𝐿

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
𝐴

𝜋
𝑑

𝑁
𝐿

𝜋
17

22
𝑚

/個

伝
熱

⾯
積

（
公

称
値

）
𝐴

𝜋
𝑑

𝑁
𝐿

𝐿

𝜋
14

4𝑚
/胴
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原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

伝
熱

管
外

径
の

マ
イナ

ス
公

差
を

考
慮

した
伝

熱
⾯

積
𝐴

𝜋
𝑑

∆𝑑
𝑁

𝐿

伝
熱

⾯
積

（
設

計
確

認
値

）
𝐴

𝐴
𝜋

𝑑
∆𝑑

𝑁
𝐿


表
２
に
記
載
の
RC
W
熱
交
換
器
の
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
は
，
伝
熱
管
外
径
の
マ
イ
ナ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積
か
ら，

伝
熱
管
総
本
数

の
本
数
に
つ
い
て
，
伝
熱
管
外
径
の
プ
ラ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積
を
引
い
て
算
出
した
。

（
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
は
保
守
的
に
設
定
す
る
た
め
，
メ
ー
カ
製
作
時
の
公
差
を
考
慮
し算

出
した
。）

𝜋
𝑚

𝜋
𝑚

/個


表
２
に
記
載
の
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
は
，
伝
熱
管
外
径
の
マ
イ
ナ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積

か
ら，

伝
熱
管
総
本
数

の
本
数
に
つ
い
て
，
伝
熱
管
外
径
の
プ
ラ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積
を
引
い
て
算
出
した
。

（
伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
は
保
守
的
に
設
定
す
る
た
め
，
メ
ー
カ
製
作
時
の
公
差
を
考
慮
し算

出
した
。）

伝
熱

管
外

径
の

マ
イナ

ス
公

差
を

考
慮

した
伝

熱
⾯

積
𝐴

𝜋
𝑑

∆𝑑
𝑁

𝐿
𝐿

伝
熱

⾯
積

（
設

計
確

認
値

）
𝐴

𝐴
𝜋

𝑑
∆𝑑

𝑁
𝐿

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

𝜋
𝑚

𝜋
𝑚

/胴

:伝
熱

管
直

管
部

⻑
さ（

m
）

L 𝑁
:伝

熱
管

総
本

数
の

に
相

当
す

る
本

数
（

本
）

:伝
熱

管
U字

部
⻑

さの
総

合
計

（
m

）
𝐿

:伝
熱

管
総

本
数

（
本

）
N

∆𝑑
:伝

熱
管

外
径

プ
ラス

公
差

（
m

）

𝑑
:伝

熱
管

外
径

（
m

）

∆𝑑
:伝

熱
管

外
径

マ
イナ

ス
公

差
（

m
）

:伝
熱

管
最

⼤
⻑

さ（
m

）
𝐿

389
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表
２
に
記
載
の
RC
W
熱
交
換
器
の
必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積
は
，
設
計
熱
交
換
量
，
伝
熱
管
熱
通
過
率
及
び
⾼
温
側
と低

温
側
の
温
度

差
平
均
値
で
あ
る
対
数
平
均
温
度
差
を
⽤
い
て
下
式
よ
り算

出
した
。

原
⼦
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
及
び
原
⼦
炉
冷
却
材
浄
化
系
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
要
⽬
表
に
お
け
る
伝
熱
⾯
積
の
変
更

𝑄
𝐾

∆𝑇
必

要
最

⼩
伝

熱
⾯

積

𝐾𝑄 ∆𝑇

:設
計

熱
交

換
量

（
W

）

:伝
熱

管
熱

通
過

率
（

W
/

m
2 ・

K
）

:対
数

平
均

温
度

差
（

K）

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

（
引

⽤
⽂

献
︓

「伝
熱

⼯
学

資
料

改
訂

第
4版

」
（

19
86

年
⽇

本
機

械
学

会
）

）

14
.9

10
12

72
𝑚


表
２
に
記
載
の
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
の
必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積
は
，
設
計
熱
交
換
量
，
伝
熱
管
熱
通
過
率
及
び
⾼
温
側
と低

温
側

の
温
度
差
平
均
値
で
あ
る
対
数
平
均
温
度
差
を
⽤
い
て
下
式
よ
り算

出
した
。

𝑄
𝐾

∆𝑇
/2

必
要

最
⼩

伝
熱

⾯
積

8.
84

10
/2

99
𝑚

2/個 /胴
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別
紙
１
︓
RC
W
熱
交
換
器
及
び
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
伝
熱
管
の
施
栓
状
況
（
１
／
２
）


RC
W
熱
交
換
器
及
び
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
伝
熱
管
の
施
栓
状
況
を
別
紙
表
１
に
⽰
す
。

別
紙

表
１

RC
W

熱
交

換
器

及
び

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
伝

熱
管

の
施

栓
状

況
対

象
熱

交
換

器
伝

熱
管

本
数

＊
１

必
要

伝
熱

管
本

数
＊

２
施

栓
可

能
本

数
施

栓
本

数

RC
W

熱
交

換
器

Ａ
号

機
本

本
本

26
本

B号
機

13
本

C号
機

24
本

＊
３

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
本

本
本

4本

＊
１

︓
表

２
に

記
載

の
今

回
⼯

認
時

の
伝

熱
⾯

積
（

公
称

値
）

で
対

応
す

る
本

数
＊

２
︓

表
２

に
記

載
の

今
回

⼯
認

時
の

伝
熱

⾯
積

（
設

計
確

認
値

）
で

対
応

す
る

本
数

＊
３

︓
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
認

可
後

で
あ

る
20

21
年

度
に

１
本

施
栓

を
実

施


20
18
年
SA
本
体
⼯
認
認
可
前
の
⼿
続
き
に
つ
い
て
以
下
に
⽰
す
。


「電

気
事

業
法

施
⾏

規
則

」の
届

出
⼿

続
き

の
範

囲
は

，
別

表
第

2下
欄

に
て

定
め

られ
て

い
た

。


RC

W
熱

交
換

器
及

び
CU

W
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

は
“⾮

常
⽤

の
も

の
”に

該
当

しな
い

た
め

，
施

栓
に

よ
り⼯

事
計

画
記

載
値

が
変

更
に

な
る

場
合

で
も

，
⼯

事
計

画
に

係
る

⼿
続

き
は

不
要

で
あ

った
。

２
修

理
で

あ
って

、次
に

掲
げ

る
も

の
(2

) 
熱

交
換

器
（

蒸
気

発
⽣

器
及

び
⾮

常
⽤

の
も

の
に

限
る

。）
...

（
中

略
）

...
の

性
能

⼜
は

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の


20
18
年
SA
本
体
⼯
認
認
可
後
の
⼿
続
き
に
つ
い
て
以
下
に
⽰
す
。


「実

⽤
発

電
⽤

原
⼦

炉
の

設
置

、運
転

等
に

関
す

る
規

則
」の

届
出

⼿
続

き
の

範
囲

は
，

別
表

第
1下

欄
に

て
定

め
られ

て
い

る
。


RC

W
熱

交
換

器
は

20
21

年
度

に
伝

熱
管

１
本

に
対

して
施

栓
を

⾏
って

い
る

が
，

“⾮
常

⽤
の

も
の

”に
該

当
しな

い
た

め
，

施
栓

に
よ

り⼯
事

計
画

記
載

値
が

変
更

に
な

る
場

合
で

も
，

⼯
事

計
画

に
係

る
⼿

続
き

は
不

要
で

あ
った

。

２
沸

騰
⽔

型
発

電
⽤

原
⼦

炉
施

設
に

係
る

も
の

の
修

理
（

蒸
気

ター
ビン

に
係

る
も

の
の

修
理

を
除

く。
）

で
あ

って
、次

に
掲

げ
る

も
の

(2
) 

（
中

略
）

原
⼦

炉
補

機
冷

却
設

備
（

⾮
常

⽤
の

も
の

に
限

る
。）

⼜
は

原
⼦

炉
冷

却
材

浄
化

設
備

に
係

る
も

の
の

性
能

⼜
は

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の

391
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今
回
申
請
の
経
緯
を
以
下
に
⽰
す
。


20

18
年

SA
本

体
⼯

認
時

の
伝

熱
⾯

積
に

つ
い

て


今

回
申

請
の

伝
熱

⾯
積

に
つ

い
て

•
新

規
制

基
準

対
応

で
あ

る
「発

電
⽤

原
⼦

炉
施

設
の

⼯
事

計
画

に
係

る
⼿

続
き

ガ
イド

」に
お

い
て

，
伝

熱
⾯

積
の

記
載

は
設

計
確

認
値

と公
称

値
を

併
記

す
る

こと
とな

った
。

•
SA

設
備

で
は

な
い

RC
W

熱
交

換
器

及
び

CU
W

⾮
再

⽣
熱

交
換

器
に

つ
い

て
は

，
新

規
制

基
準

の
認

可
対

象
設

備
で

な
か

っ
た

も
の

の
，

前
述

の
ガ

イド
に

従
った

記
載

に
変

更
す

る
必

要
が

あ
った

こと
か

ら，
「⼯

事
計

画
に

係
る

補
⾜

説
明

資
料

補
⾜

-1
（

⼯
事

計
画

認
可

申
請

書
に

お
け

る
本

⽂
及

び
添

付
書

類
の

作
成

要
領

に
つ

い
て

）
」に

て
記

載
して

い
る

作
成

要
領

に
基

づ
き

，
とし

た
。

•
RC

W
熱

交
換

器
及

び
CU

W
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

の
伝

熱
⾯

積
の

公
称

値
は

保
守

的
に

算
出

した
も

の
で

あ
る

も
の

の
，

要
⽬

表
に

お
い

て
状

況
に

な
る

。こ
の

た
め

，
今

後
予

定
して

い
る

定
期

事
業

者
検

査
を

考
慮

す
る

と，
要

⽬
表

の
記

載
の

変
更

（
適

正
化

）
が

必
要

と判
断

した
。

•
要

⽬
表

の
変

更
（

適
正

化
）

に
当

た
って

は
，

新
た

に
公

称
値

及
び

設
計

確
認

値
を

設
定

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
，

他
プ

ラン
ト

及
び

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

時
の

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

の
実

績
並

び
に

許
容

施
栓

率
に

係
る

メー
カ推

奨
値

等
を

勘
案

し設
定

した
。

•
な

お
，

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

に
記

載
して

い
る

その
他

の
熱

交
換

器
に

つ
い

て
は

，
施

栓
の

実
績

は
な

く，
今

後
の

施
栓

計
画

が
な

い
こと

か
ら（

減
⾁

傾
向

発
⾒

時
に

伝
熱

管
取

替
）

，
今

回
⼯

認
同

様
の

要
⽬

表
の

記
載

の
変

更
の

予
定

は
な

い
。（

別
紙

表
２

参
照

）

別
紙
１
︓
RC
W
熱
交
換
器
及
び
CU
W
⾮
再
⽣
熱
交
換
器
伝
熱
管
の
施
栓
状
況
（
２
／
２
）

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

熱
交

換
器

＊
１

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

＊
１

，
＊

２

原
⼦

炉
補

機
冷

却
系

熱
交

換
器

＊
１

原
⼦

炉
冷

却
材

浄
化

系
再

⽣
熱

交
換

器

原
⼦

炉
冷

却
材

浄
化

系
⾮

再
⽣

熱
交

換
器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
復

⽔
器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
前

置
除

湿
器

再
⽣

廃
液

処
理

系
廃

液
濃

縮
器

加
熱

器
固

体
廃

棄
物

処
理

系
蒸

気
加

熱
器

固
体

廃
棄

物
処

理
系

タン
クベ

ント
冷

却
器

施
栓

状
況

―
＊

３
無

有
無

有
無

無
無

無
無

今
後

の
施

栓
計

画
―

＊
３

有
有

無
有

無
無

無
無

無

別
紙

表
２

20
18

年
SA

本
体

⼯
認

に
記

載
して

い
る

熱
交

換
器

の
施

栓
状

況
及

び
今

後
の

施
栓

計
画

＊
１

︓
冷

却
⽔

とし
て

海
⽔

を
使

⽤
して

い
る

熱
交

換
器

＊
２

︓
20

18
年

SA
本

体
⼯

認
に

て
施

栓
を

考
慮

した
設

計
確

認
値

に
変

更
済

＊
３

︓
プ

レ
ー

ト式
熱

交
換

器
（

伝
熱

管
を

有
さな

い
構

造
）

392
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別
紙
表
３
に
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
伝
熱
⾯
積
の
公
称
値
と設

計
確
認
値
の
関
係
を
⽰
す
。

別
紙
２
︓
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
の
伝
熱
⾯
積
の
算
出
⽅
法
（
１
／
１
）

伝
熱
管
外
径
の
マ
イナ
ス
公
差
を
考
慮
した
伝
熱
⾯
積

𝐴
𝜋

𝑑
∆𝑑

𝑁
𝐿

𝐿
𝜋

𝑚

𝑄
𝐾

∆𝑇
必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積

53
.0

10
𝑚

伝
熱
⾯
積
（
設
計
確
認
値
）
𝐴

𝐴
𝜋

𝑑
∆𝑑

𝑁
𝐿

𝜋
𝑚
/個

:伝
熱
管
総
本
数
（
本
）

:伝
熱
管
直
管
部
⻑
さ（

m
）

NL
:伝
熱
管

U字
部
⻑
さの
総
合
計
（

m
）

𝐿 𝑁
:伝
熱
管
総
本
数
の

に
相
当
す
る
本
数
（
本
）

𝑑
:伝
熱
管
外
径
（

m
）

∆𝑑
:伝
熱
管
外
径
プ
ラス
公
差
（

m
）

∆𝑑
:伝
熱
管
外
径
マ
イナ
ス
公
差
（

m
）

:伝
熱
管
最
⼤
⻑
さ（

m
）

𝐿

K𝑄 ∆𝑇

:設
計
熱
交
換
量
（

W
）

:伝
熱
管
熱
通
過
率
（

W
/

m
2 ・

K
）

:対
数
平
均
温
度
差
（

K）

伝
熱
⾯
積
（
公
称
値
）
𝐴

𝜋
𝑑

𝑁
𝐿

𝐿

𝜋
𝑚
/個


残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
の
伝
熱
⾯
積
の
算
出
⽅
法
を
以
下
に
⽰
す
。

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

伝
熱
⾯
積

（
公
称
値
）

伝
熱
⾯
積

（
設
計
確
認
値
）

必
要
最
⼩
伝
熱
⾯
積

（
参
考
値
）

20
18
年
SA
本
体
⼯
認

m
２
/個

＊
１

m
２
/個

＊
１

m
２
/個

別
紙
表
３

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
伝
熱
⾯
積
の
公
称
値
と設

計
確
認
値
の
関
係

＊
１
︓
要
⽬
表
記
載
値
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